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既設送水管撤去　DIP-A型 φ350  L=505.0m

既設送水管撤去　DIP-A型 φ350  L=505.0m

土工2号　L=278.0m 土工1号　L=30.0m 土工4号　L=192.0m

土工2号　L=278.0m 土工1号　L=30.0m 土工4号　L=192.0m

土工3号

L=5.0m

仕切弁φ350撤去

仕切弁φ350撤去

仕切弁φ150撤去

土工5号

L=6.5m

既設送水管撤去

DIP-A型 φ150

L=6.5m

試掘工　11箇所

試掘工 11箇所

NTTケーブル

配水管（令和2年度布設済含）

配水(廃止)管（撤去対象）
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管路寸法表
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W掘削幅

掘削長

掘削深
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試掘寸法表
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下層路盤 RC-40
上層路盤 RC-40

RC-40
RC-40

下層路盤 RC-40
上層路盤 RC-40

路盤 M-30 路盤 M-30
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*土被りは想定値とする。

2.5m 3.5cm 1

13.5cm2.0m

2.5m 3.5cm 2

軽量鋼矢板

切梁材(鋼製:水圧式サポート)

腹起し材(鋼製:アルミ)

切梁材

3.5cm

3.5cm

34.0m

厚み 腹起し材段数

支  保  材
掘削深

23.5cm3.0m

23.5m

  矢板は根入長0.2m以上を考慮すること。
  掘削深が2.0m以上は、支保材2段とする。

　同様に矢板材についても、支保材を含めた検討を要しながら施工を行うものとする。

※腹起しの設置位置については、現場状況に応じ検討を行うもとのする。

土留工標準図(参考)
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掘削幅 W

軽量鋼矢板

1
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路盤復旧幅(掘削部+影響部)

不陸整正(補足材 t=3cm)

上層路盤 M-30 t=130

影響部

300以上

影響部

300以上
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舗装復旧幅  半幅

W
掘削部

不陸整正(補足材 t=3cm)

県道部 市道部

横断舗装復旧幅 3000以上

路盤復旧幅(掘削部+影響部)

300以上 W 300以上

表層 AS改質密粒度アスコン(20)

基層 再生粗粒度アスコン (20)

上層路盤 瀝青安定処理（30） t=100
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舗装目地復旧工 t=50
舗装目地復旧工 t=50

舗装目地復旧工 t=50
舗装目地復旧工 t=50




